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関金温泉及び皆生温泉の泉質に就いて  

岡山大学組長研究所化学部  

御  船  

緒  

鳥取共には東よ少岩井，鳥収，吉岡，浜  

村，東郷，筏津，三朝，関金，皆生の諸温泉  

が湧出して居り，就中三朝，関金，浜村温泉  

は放射能泉として知られている．   

我々は鳥取県衛生部に協力して，之等諸温  

泉の泉質調査を行ったが，今回は関金，皆生  

温泉に就tlて報告する．  

各温泉の概観  

関金温泉：   

鳥取県の中部を北流する天神川の西支流′ト  

鴨川の谷合に位置し，花崗岩の割日よ．り自噴  

する．当温泉の泉質に就ては，塩類泉1），単純  

泉2），放射能泉3）等の記載があり，未利用源泉  

を含めて，計7瀕泉が存在し，泉温は41～  

480C，ラドン含有量は13～39マツへ2）  

政  明   

Alはアルミ′ン法，Kはへキシルを用いた  

重量分析法，Naはアルカリ金凝結塩化物と  

塩化カワウムの量との差よ少求め，硫酸基は  

ベンチヂン法，燐酸はDenig由一atkins法，珪  

酸は重量分析法，瑚酸はクルクミンに依る比  
色法，l〕Hは比色艶RnはⅠ・M・泉効計，泉温  

は水銀留点温度計を用tlて測定し，泉質の判  

定は，厚生省編纂温泉分析法指針に依った・  

検査の結果   

詳細は第1表に示す・  

関金温泉：   

Cl′とS（）4′／含有量との相互開拓を見るに，  

梅本わ）の報告の如く，大体直線関係を示す・  

この事は之等滋泉が同一温泉源に由るものと  

思わせる・  

であるが，調査源泉は使用中のもののみ   

にlヒめた．  

皆生温泉：   

夜見ケ浜の基部に位置し，大正10年掘  

さくし，地表下約42mに於いて粗面安山  

岩よ少温泉を得た1），本温泉の泉質に就  

いては窮境類泉1），塩化土類含有苦味性  

食塩泉2）に属すると記載されてtlるが，  

海岸が波浪に浸放されて，其等の源泉は  

次々に海中に没し，現在第6号泉のみが  

存在するので，之に就いて調査した・  

分析方法：   

分析方法は，主として水質分析4）に基  

き，MgはR．BeTg法，M両ま過沃素酸塩法，  
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HCO3′含有量とCl†，SO4＝，（含有量との関  

係は，明瞭ではない．即ちHCO3／は温泉瀕  

以外のものに由来するものと思われる・   

源泉の温度は，Cl／，SO／′，HCO8′含有量に  

関係なく，大体一定値を示している・   

∬2SiO3含有量とCl／，S（）ヰ／′，H（二03′，Rm  

含有量，l）Hとの間には何等関係が認められ  

なV、．  

6源泉のNa●，Ca・－，Mg．●，Cl，，SO4＝／／，HCO3／  

存在量問の関係を見ると，6瀬泉ともNa・＞  

Ca・●＞Mg●●，Cl，＞SO4′／＞HCO3，の関係を示  

嘉 

し，岩崎岩次博士に依る本邦丁ルカサ性〃温  

泉”の一般の型に属する．   

之等6瀕泉は何れも固形成分含有最が泉水  

1kg中1000mgに達せす，放射能泉（単純泉）  

に分類される．  

菅生温泉：   

本渡泉の主要元素存在量間の関係を見る  

に，Na－＞Ca・・＞Mg‥，Cl′＞SO4†／＞‡iCO8′で，  

岩崎岩次博士に依る本邦アルカリ性“温泉”  

の一般の型に屈する．   

本瀕泉の泉質は，含塩化土類貪塩泉に分類  

される．  

結  論  

関金温泉：  

1．Cl／とSO4′／含有   

量との関係か   

ら，各源泉とも   

同一泉源に由る   

ものと考えられ  

る．   

ち：主要元素存在   

量問の関係は，   

本邦アルカリ   

性り温泉”の一   

般の型に属す  

る．   

3，▲温泉成分とそ   

の含有量につい   

て，生瀬泉とも   

著しい差は認め  

られなセ1．  

4，泉質は全て放   

射能泉（単純泉）   

に分類される・   

金  

源泉名 仁共同湯上の揚家族湯鶴の湯亀の湯ともえ  

採水年月日   

l〕H  

渡泉湿度（Oc）  

湧出量（ゼ／分）  

比重（40C）  

蒸発竣澄  
（mg／kg）  

Rm（マツへ）  

26．6．2326．6．23 26．4．18 26．4．18 26．4．1826．4．18   

7．7  7．7  7．7  7．5  7．5  7．5  

42   40   42   44   45   48  

10．6  9．6  4．8  9．3 12．2  8．6  

1．0018】．00181．00181．00181．0018】．0018  

4ii8．7  494  481  415  474  561   

17．5  2S．6  81．8  三拍．2  37．6 16．1  

K■（mg／kg）  

Na●（／／）  

NH4・（′′）  

Cn＝（′′）  

九短＝（／′）  

Fe●●（／／．）  

Mn●●（／′）  

Al…（′′）  

8．72  5．24  5．4三i 14．5 14．2 12．1  

119．2 128．0 1；i9．8 107．6 134．9 】G4．1  

0．111 －   0．1封 0．1S7 0．164 0．165  

8．64  8．65 10．64  8．64  9．96  7．97  

痕  跡  

0．228 0．174 0．284 0．152 0．366 0．2d9  

1．34 1．38 1．13 1．27 1．24 】．12  

0．163 0．175  －   0．118 0．200 0．449  
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CO2（′′）‡2．2 0．70 1．8 1．1 0．09 0．51l4．38  

射  
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泉  
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皆生温泉：  

1，主要元素存在量問の関係は，本邦アル   

カリ性“温泉”の一般の型に属する・  

2，泉質は含塩化土類食塩泉に分類され   

る．  
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CHEMICAI」COMPOSITION OF SEKIGANE AND  
KAIKE HOT SPRtNGS，TOTTORIPREFECTURE．  

Masaal∈i MIFUNE  

（CHEMrCALl）TVISrON OF TfiE BAT，NEOLOGICAT．LABORATORV，  

OKAYAMA UNrVERSrrY）  

Tl－e、VaterS O［sixsl）rlngSOf Sekigane andonespnng ofKaike、、Tere analyzed by the author  

it11951．   

Allthe sprlngSOfSekigane belorLgtO the simpleradi‘二｝aCtive thermals・   

AndKaike HotSl）ringbelongs to a calcitlm Chloride containlng Saline sprlng・its water  

temperaturebeing73，bOC．   

TherEldoncontentofSekigane Springwatersranged from57to187×10‾10Curie unitsper  

liter．   


